
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を

い

た

だ

い

て

い

る

ご

家

族

の

皆

さ

ま

に

も

心

か

ら

敬

意

を

表

し

ま

す

。 

昨

年

は

、

近

年

に

な

い

六

月

台

風

を

経

験

し

、

ま

た

七

月

に

は

九

州

北

部

・

熊

本

広

域

を

大

豪

雨

が

襲

い

、

Ｊ

Ｒ

九

州

も

例

外

な

く

自

然

の

脅

威

を

思

い

知

ら

さ

れ

る

ほ

ど

の

甚

大

な

被

害

を

受

け

ま

し

た

。

豊

肥

本

線

は

五

十

二

億

円

程

、

皆

さ

ん

に

多

大

な

ご

協

力

を

い

た

だ

き

ま

し

た

が

、

多

く

の

有

権

者

は

三

年

四

ヶ

月

前

と

は

全

く

真

逆

の

期

待

を

抱

き

、

自

民

党

政

治

に

戻

る

道

を

選

択

し

ま

し

た

。

こ

の

こ

と

で

、

私

達

が

抱

え

る

「

税

制

特

例

等

の

恒

久

化

」

な

ど

の

諸

課

題

や

政

策

実

現

が

、

ハ

ー

ド

ル

の

高

い

も

の

に

な

る

の

で

は

…

と

危

惧

す

も

含

め

て

、

五

十

才

以

上

の

労

働

条

件

の

改

善

・

充

実

も

更

に

図

っ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

い

ず

れ

に

し

て

も

全

て

の

組

合

員

の

皆

さ

ん

、

そ

し

て

パ

ー

ト

ナ

ー

社

員

の

組

合

員

の

皆

さ

ん

が

、

よ

り

誇

り

と

働

き

が

い

を

持

ち

将

来

を

語

れ

る

職

場

環

境

に

す

る

た

め

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

職

場

の

声

が

し

っ

か

り

解

決

に

向

け

て

今

年

も

多

く

の

活

動

が

展

開

さ

れ

ま

す

。

そ

の

活

動

に

積

極

的

に

「

よ

り

能

動

的

」

に

皆

さ

ん

と

一

緒

に

な

っ

て

関

わ

っ

て

い

く

こ

と

で

、

鹿

児

島

地

方

本

部

の

次

の

二

十

年

に

繋

が

る

運

動

を

創

造

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

。 

 

こ

の

一

年

が

皆

様

に

と

っ

て

、

健

康

で

更

に

良

い

一

年

と

な

り

ま

す

よ

う

に

し

ま

す

の

で

、

組

合

員

の

み

な

さ

ま

、

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

開

催

日

等

に

つ

き

ま

し

て

は

左

記

の

と

お

り

で

す

。

 

 

【

宮

崎

地

区

】

 

日

時

 
 

平

成

25

年

1

月

16

日

 

（

水

）

18

：

00

～

 

会

場

 

 

エ

ー

ス

レ

ー

ン

 

会

計

監

査

 

山

口

健

次 

会

計

監

査

 

上

久

保

孝

志 

職

 
 
 

員

 

福

元

淳

子 

職

 
 
 

員

 

日

高

美

佐

子 

職

 
 
 

員

 

福

元

あ

い

子 

職

 
 
 

員

 

下

徳

美

千

代 

地

方

本

部

役

職

員

一

同

 

 

２０１３

九 州 旅 客 鉄 道 労 働 組 合

鹿 児 島 地 方 本 部

発 行 責 任 者

編 集 責 任 者

「

前

進

は

、

自

ら

 
一

歩

の

行

動

で

」

 

執

行

委

員

長 
上

野

 

真 

 
 

皆

様

、

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。 

日

頃

か

ら

地

方

本

部

の

諸

活

動

に

ご

理

解

と

ご

協

力

を

い

た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

ま

た

日

々

、

安

全

・

安

定

輸

送

の

確

保

に

専

念

を

さ

れ

て

い

る

組

合

員

の

皆

さ

ま

、

並

び

に

し

っ

か

り

サ

ポ

ー

ト

Ｊ

Ｒ

連

合

と

共

に

東

京

に

出

向

き

、

九

州

選

出

の

民

主

党

を

中

心

と

す

る

国

会

議

員

を

訪

ね

、

そ

の

復

旧

費

用

の

公

的

支

援

を

訴

え

る

た

め

に

走

り

回

り

ま

し

た

。

公

共

性

の

極

め

て

高

い

Ｊ

Ｒ

九

州

の

早

期

復

旧

と

、

経

営

安

定

＝

労

働

条

件

維

持

・

向

上

の

た

め

に

、

Ｊ

Ｒ

九

州

労

組

は

こ

の

よ

う

な

努

力

も

続

け

て

き

ま

し

た

。 

し

か

し

、

昨

年

暮

れ

の

衆

議

院

解

散

総

選

挙

で

は

る

た

め

に

も

、

今

年

は

一

月

の

北

九

州

市

議

選

、

二

月

の

大

分

市

議

選

で

の

組

織

内

候

補

の

当

選

を

先

ず

果

し

、

次

は

七

月

の

参

議

院

通

常

選

挙

も

推

薦

候

補

の

勝

利

に

奮

闘

す

る

こ

と

で

、

立

ち

は

だ

か

る

ハ

ー

ド

ル

を

自

ら

の

手

で

下

し

て

い

こ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

！ 

さ

て

Ｊ

Ｒ

九

州

も

今

年

四

月

か

ら

「

定

年

退

職

後

の

再

雇

用

」

の

全

体

化

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

す

。

そ

れ

け

て

い

き

ま

す

。

一

朝

一

夕

に

は

成

し

遂

げ

ら

れ

な

い

事

が

多

い

と

思

い

ま

す

が

、

ひ

と

つ

一

つ

の

課

題

の

前

進

に

繋

げ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。 

現

在

の

Ｊ

Ｒ

九

州

労

組

が

誕

生

し

て

、

三

月

で

二

十

年

に

な

り

ま

す

。

私

は

本

部

新

年

号

に

「

諸

課

題

に

能

動

的

に

関

わ

ろ

う

」

と

寄

稿

し

ま

し

た

。

制

度

や

賃

金

面

、

そ

し

て

政

策

関

係

と

、

ま

だ

ま

だ

課

題

は

山

積

み

で

あ

り

、

そ

の

す

。 

 

平

成

25

年

2

月

16

日

に

鹿

児

島

Ｔ

-

Ｍ

Ａ

Ｘ

ボ

ウ

ル

に

て

開

催

さ

れ

る

、

本

部

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

の

鹿

児

島

地

区

予

選

を

開

催

致

し

ま

す

。

 

鹿

児

島

地

区

・

宮

崎

地

区

の

2

会

場

で

開

催

致

執

行

委

員

長

 

上

野

 

真 

執

行

副

委

員

長

 

江

口

洋

一 

執

行

副

委

員

長

 

増

満

信

二 

書

記

長

 

延

時

勝

敏 

書

記

次

長

 

徳

田

英

樹 

執

行

委

員

 

前

原

弘

志 

執

行

委

員

 

上

仮

屋

浩

二 

執

行

委

員

 

神

川

孝

洋 

執

行

委

員

 

中

間

健

太 

執

行

委

員

 

松

枝

大

樹 

特

別

執

行

委

員

 

德

田

哲

也 

青

年

女

性

委

員

長

 

久

保

田

和

成 

会

計

監

査

 

山

口

健

次 

きんきんきんきん    

１３年１月１日〔火〕№73 

九 州 旅 客 鉄 道 労 働 組 合 

鹿 児 島 地 方 本 部 

発 行 責 任 者  上 野  真 

編 集 責 任 者  中 間 健 太 

「

前

進

は

、

自

ら

 

の

復

旧

費

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

九

月

に

本

部

は

、

る

と

こ

ろ

で

す

。

そ

の

高

い

ハ

ー

ド

ル

を

乗

り

越

え

伝

わ

る

よ

う

な

意

見

交

換

の

場

を

、

今

年

も

多

く

設

お

祈

り

申

し

上

げ

、

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

と

致

し

ま

 

【
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地

区
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日

時

 

平

成

25

年

1

月

17

日

 

（

木

）

18

：

30

～

 

会

場

 

 

Ｔ

-

Ｍ

Ａ

Ｘ

ボ

ウ

ル

 


